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あらまし：本研究では、あんしんマップを、日常的に目を通すことで住民が防災情報を認知し、災害意識

や危機感を高めることを目的として地図の作成を行った。地図は地域住民の危険箇所情報が掲載されてい

る浜ぁどまっぷから情報を得て作成した。今回使用したゼンリン電子地図帳 Zi20 は建物の形や道路の幅

が鮮明に書かれているため、該当地域の住民の方には危険個所など簡単に把握できる地図が完成した。完

成した地図はA4サイズで一覧性が高いもので、掲示物として日常的に見るのに適したものとなっている。

また、完成したあんしんマップを用いて 21 名の肥前浜宿の方と 12 名の市役所職員の方を対象としたアン

ケートをそれぞれ実施した。主に紙版地図と電子地図の認識の違い、あんしんマップの適切性、正確性、

妥当性や実用性について調査を行った。 
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1. はじめに 

先行研究として、高齢者が多く住む歴史的地方都

市を対象とした防災マップシステム(以下、浜ぁどま

っぷと称す)の開発が行われてきた[1]。このシステム

は従来の紙のマップではなくタブレットを使用しな

ければならないため、電子機器を使い慣れない人に

とっては使いにくい可能性がある。実際に行ったア

ンケートでは、高齢者にとってはタブレットがなじ

まず、紙版地図を希望する意見が多かった。そこで、

高齢者を含めた多くの人に使用してもらえるように

端末に登録した情報を紙版地図に記載した実際に使

用できるマップが必要だと考えられる。 

本研究では、情報を分かりやすく記載した実用的

な紙の防災マップ作りを行う。  

 

2. 手作り地域あんしんマップ 

2.1 手作り地域あんしんマップ作成の目的 

第 1 章で述べたように、システム上の地図ではタ

ブレットに慣れず使いにくい可能性がある。その意

見を踏まえて今回、紙版地図を作成することにした。

住民の方々を対象としている。地図は災害後の避難

時に用いるものではなく、日常的に目を通すことで

災害意識や危機感を高める効果を期待している。サ

イズは A4 で掲示物として見やすいサイズにしてい

る。 

 

2.2 手作り地域あんしんマップ作成方法 

紙版地域あんしんマップの作成にあたって「ゼン

リン電子地図帳 Zi20」[2]を使用した(以後、Zi20 と

称する)。浜ぁどまっぷ上に載っている危険情報を

CSV ファイルとして出力し、Zi20 の機能で読み込み

図 形 情 報 を Zi20 の 地 図 上 に 展 開 し た 。 ま

 
図 1 完成した地域あんしんマップの全体像 

 

 
図 2 消防車の通れない細い道 

 

た、文字や図形を地図上に書き込むことができる機

能を利用した。 

各危険箇所を示すアイコンの作成は Adobe Sketch

アプリを使用した。危険箇所を示すアイコンは、浜

ぁどまっぷで使用しているものをベースにしている。

危険アイコンは、読み手によって意味の捉え方が異

なっていたため、黄色の下地に感嘆符をのせるデザ

インに変更した。また、アイコンの説明画像も追加
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した。地図上に危険が予測される範囲に、危険の種

類ごとに異なる図形を配置している。それらの図形

の説明をまとめた画像も同様のアプリで作成した。 

 

3. あんしんマップの構成 

あんしんマップは地図上に危険箇所を示すアイコ

ンと図形、アイコンと図形の説明画像や防災情報で

構成されている。図形は図 2 のようになっており、

カラーになっている。防災情報は避難グッズ情報を

掲載している。地図自体は災害前に日頃から見る地

図として作成しているため、災害前に備えるべき情

報を掲載した。災害直後に持ち出すべき荷物と、後

で(主に一時避難後に)持ち出すべき荷物に分けてい

る。チェックリストのようになっているため、避難

グッズを備える際に役立つものとなっている。 

 

4. あんしんマップに関する調査 

完成したあんしんマップを用いて、肥前浜宿に住

む方を対象にしたアンケートと市役所職員の方を対

象にしたアンケートを実施した。アンケートの詳細

を表 1 に示す。主に紙版地図と電子地図の認識の違

い、あんしんマップの適切性、正確性、妥当性や実

用性について調査を行った。 

肥前浜宿の方と市役所職員の方を対象としたアン

ケートでは異なる結果がでた。市役所職員の方を対

象としたアンケートでは適切性に関して、肯定的な

回答が少なく改善が必要だとわかった。肥前浜宿の

方を対象にしたアンケートの結果によると、電子地

図よりも紙版地図を希望する人の割合が多く、作成

したあんしんマップは各調査項目でほとんど好評価

を得ることができた。 

 

5. まとめ 

本研究では、あんしんマップを、日常的に見るこ

とで住民が防災情報を認知し、災害意識や危機感を

高めることを目的として地図の作成を行った。地図

は地域住民の危険箇所情報が掲載されている浜ぁど

まっぷから情報を得て作成した。 

Zi20は建物の形や道路の幅が鮮明に書かれている

ため、該当地域の住民の方には危険個所など簡単に

把握できる地図が完成した。完成した地図は A4 サ

イズで一覧性が高いもので、掲示物として日常的に

見るのに適したものとなっている。 

アンケート結果から、あんしんマップに日頃から

不安に思う地域の危険情報やハザードマップよりも

知りたい情報が掲載されているとの支持を過半数以

上の人から得ることができたことがわかった。また、

あんしんマップは実用性が高く、図 3 から読み取れ

るように、防災意識の向上に役に立つとアンケート

の結果で示されている。 

以上のことから、あんしんマップ作成の目的を達

成できたことがわかるが、改善点も見つかった。 

 

 

表 1 実施したアンケートの詳細 

対象 肥前浜宿の方を 

対象とした 

アンケート 

市役所職員の方

を対象とした 

アンケート 

依頼日 1 月 16 日 1 月 16 日 

回収日 1 月 22 日 1 月 24 日 

回答数 21 12 

 

 
図 3 防災意識の向上に対する回答結果 

 

6. 今後の課題と展望 

今後の課題として、アイコンの説明文改良と情報

量の変更が挙げられる。 

１つ目の課題として、アイコンの説明文改良を挙

げる。アイコンの説明画像を地図に記載していたが、

単語で記載していたため地図を見た人全員が同じ認

識を持って地図を使用できない状態が発生していた。

このことから、文で説明したほうが良いと考えられ

る。単語より文で説明することにより、共通の認識

のもと地図を使用することができる。 

２つ目の課題として情報量の改良を挙げる。あん

しんマップを見た人の中で、情報量が少ないと感じ

た人が多かったため、情報量を増やすべきである。

一方で情報量を増やしても紙版地図は掲載できる量

が限られているため、記載する情報は選別しなけれ

ばならない。信頼性と独自性が高い情報収集方法や

表示方法を今後考える必要がある。  
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